
だいてっ し き

台 lli 試験談世

閃ー1 ~制御 1"1 路

この災位では， 211車 ( 1 I ，!，j 分) を I ， 'J 叫に走行 l試験がで き， 7l!

!lì}J台 11':の 主~U:動機を{止月1 し たハッ チ γ ソ ン方式の変換負荷方式

を作丹j原則 として と り 入れた装置で ， !FJJ力吸収 お よ び負荷 Ml trt

会 (j 動的に行なってい る (閃ー1) 。

また，この ;I;IJ御を行な うプログラム ;I;IJ御処置は，試験スケ ジ

ュ ーノレの各動作ステッ プを速度， ト ルク ，時間で;1;11 御し， 走 {) 

方向の正逆， 主電動機・発電機の切換え， ブレー キ l時 IYJ の設定

手あ らか じめ試験ス ケジュ ー ノレを プログラ ムテー プに打ち込ん

てFおけば， 全試験を完全に 自動(自1I í.t1lでき るもので，各部の異'，1;"

な温度上舛，過712流， jM ~tU王， Jめ)ili J立ホに対しての保護も行な

うな ど， 絞新のエレク トロニ ックの粋を集めている (図 2) 。

同一2 プ ログラム制御構成図

このほか，高速運転による危険な部分の観測は， 2 基の工業

テ レビによ り 自由に行な l "試験台試験を円滑に進めるため，

試験台車の搬出入用として， ミューノL 千j のチェ Y コンベヤと，

昇降装置付の誘導軌条がある。

この装fltは， リミ ッ トスイッチ・ 空気操作式λ ト ッ パ ー・誘

導軌条対降周司11庄 、/ リンダ ・ トノレ F モータ等の部品と組み合わ

せ，試験待機線 ・ 試験合 ・ 送 UJ し線上にある各台車を自動的に

搬11:す る機桃で ， /1 1 11上れ荷装置 と辿動 させてい る 。 (白石岱治)

だいてっ しきたんせんζ うしんほう 大鉄式単線更新

法 大以鉄道管Jl!!!，，) で開発された軌迫\tffril、で ，吏新する線路

だけを閉鎖し ， この 12( 1111>こ新道床パラ ス ト iωjJ し，発生土砂駁

込みのための L ・JrHJYIJ車を入れて ， レー ノレ ・ まくら木・道床を

同時に:9!:新する機械化工法であ る 。

昭和 33 {I から:.kf施 され，現在では各線以 の軌道強化工事の

施仁に係)IJ されて L 、る。 作業は)，~地作業と尻場作業からなり，

その概・'~は次のとおりである 。

1 2.~j也作業

1M也は支持im場の もより車~Iこ設けられ， 新軌 き ょう ( l/ーん

と ま くら木をはしご状に組み立てた も の) の組立て ， 1 8軌 きょ

うの解体が行なわれるとと も に，現場で もl!月j される各機械の J，~

丸山と なる 。

2 J)L場作業

()) iI! ! 耐li 作業(凶ー 1) 7 パラストの先制l し t ド線 IMJ の/L1

l刈ー1 嘩i 仙 n 業
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道床の- ;':'11を掘 り 起こ し，ここにパラ ストを先制しする。

イ 走行レー ル敷，没 軌きょ うつり t機走行HIのガイ ド レー

/レを，軌道!，! ，jft!1Iに 19i:必の間隔で敷設する 。 走行 レー んには古 30

kg レー ノレや ， 9- 12kg のトロ m レ ー ノレが井]l、 られる。

ウ 土W/X(I反必 必'~(に応 じて ， 1 日 i起床を似[泣きするための

土W/工を仏tAする。

(2) 本 1'1' :佐 (凶ー2 ) 7 ，，~軌 きょう 撤去 線路が閉鎖される

と施 [:1丘 ji: J の I ，t ，j )tj品の継 U を解体し，軌きょヲ つ り上機を走行 レ

ノレ上のmíËの {立 Irl~ に ，1車線し， / L1 軌 きょ う をつ り 上げ縦修1U) l , 

あらかじめ本線 |ニに，1史料l してある担車の上に，1主せ，モータ カー

で J，~ J也に j'1i搬す る。

イ ILI迫wかき 11: し 迫休ヵ、 き 11: l lL l::Jの 必{ j レーノレをー I~f

撤よ し ， プノレドーザ， ト ラ ク タ ーノヨヘノレなどで 18i直床 をT肯定

の泌さま で かき川し施 {j J，~ I (! i (-1 ;[に取 り 総てるか一時~mす る。

ウ ト ;'~)j白川Jか き込み 上下級!日]に先l'/J しした新作七を，ス

イ ープドー ザ(特殊挑 11 \tJiをも っ たフル ト ーザ) な どでか き込み，

転正佐i正す る。 こ の場合ド ;'~ilハラ ス ト 附lが必必な J~I さよ り i~~ く

ならない よ うに一 | 分 tt立する 。

エ 事Ii軌きょう J仇没 走行レ ーノレを敷設技正 し，基地からそ

ータカ ー，担車で迎織 されて き た新軌きょ うを，軌きょう つり

上機でつり上げ，縦移動して数，没 し， レ ー ル遊|日1を整正 して継

LI 板を取 り 付ける。

オ 新砕イ l 耳元 llìJ し nj(;{[ ; 新砕石を積載した工事列車を現場に

誘導 し ， J'.(;(Iパラス トをホキ車か ら走行散布する。工事列車は

吏新l五 /i\ Jの取伺I しが終了する と ， 前進して準備作業/~出lに先銅l

しをする。更新現場では工事列車が通過した後，砕石を軌道|付

にかき込む。

プJ 総っき固め，軌道整備 軌きょうを所定の尚さま ℃ こう

(紅)上 l ， マルチ フりレ タ イタ ンパてe総っき固めを行ない，通 れ


